
令和６年度江戸川区教育課題実践推進校
研究課題 「学力向上」

江戸川区立春江中学校

未来を主体的に生き抜くために
～自ら進んでよく学ぶ生徒の育成を目指して～



時間の使い方の見える化のために

・Foresight手帳の導入

・時間の使い方円グラフの作成

・家庭学習啓発通信の発行

家庭学習習慣の確立を目指して

フォーサイト

第１分科会の取組



手帳コンテスト
最優秀賞
１年生の感想

校長先生のお話がきっか
けで、Foresight手帳を書
く習慣がつきました。習慣が
ついたことによって、予定が
管理しやすくなったり、私生
活を見直せたりして良いこ
とばかりです。そして、コン
テストで賞をもらえてとても
嬉しかったです。手帳を使っ
て学んだことをこれからも
私生活に取り入れていきた
いです。



手帳コンテスト
最優秀賞
2年生の感想

私はForesight手帳を使
うにあたって２つのことを意
識しています。１つは、できる
限り正確に、細かく記入する
ことです。そうすることで無
駄な時間がどれくらいある
のかが分かり、勉強時間を増
やすことができます。２つ目
は、振り返りをするというこ
とです。手帳で自分の行動を
振り返ることで、明日やらな
ければいけないことや、どん
な行動をすべきかが分かり
やすくなります。



手帳コンテスト
最優秀賞

３年生の感想

私がForesight手帳
で効率よく勉強するた
めに心がけていること
は、なるべく細かく書
いて「見える化」するこ
とです。テスト期間はど
の教科の勉強をするか
予め記入し、勉強した
単元も詳しく記録する
ことで整理しています。



第１分科会の成果

以前に比べて学習時間が延びた → ５０％以上

学校以外での学習時間 → 増加傾向

家庭学習習慣の確立を目指して



第２分科会の取組

生徒が主体的に学ぶようになるために

・学習のねらいや評価項目の掲示

・ルーブリック評価の作成と配布

・生徒自身による自己評価と相互評価

「教員の授業力向上」指導と評価の一体化



第２分科会の成果

学習に向かう姿勢が向上

評価の透明性が向上

ルーブリック評価の有効性

「教員の授業力向上」指導と評価の一体化



 ICTの利活用の実践・授業相互参観

ミライシード・Teams

学校全体での共有

「基礎学力の保障」～ICTを活用した授業展開～

第３分科会の取組



第３分科会の成果

 自分から学ぼうという興味・関心をもてた → ８０％

 授業がわかりやすいと感じる生徒 → 増加傾向

 学習の進捗を可視化

 教員間の共有

「基礎学力の保障」～ICTを活用した授業展開～



教員の取組 取組の成果 課題

国
語

①ICTやルーブリックを活用し、レベルに応じ
た課題や資料を用意した。総括的評価だけ
ではなく形成的な評価を返し、自ら学ぼうと
する姿勢を育む。
②ミライシード・ドリルパークの文法テストや小
テストを実施する。

①評価と基準がわかりやすく成果や成
長など何を学んでいるか実感でき、
ワークシートや振り返りカードが定期
考査に役立ったと答える生徒が多く
いた。
②家庭学習で事前に取り組んでいれば、
同じ問題が出題されるので満点が取
れる。

①評価機会が増え、毎回C層になる生
徒の学習への意欲が損なわれる側面
がある。教員の負担が増加するので、
評価材料とタイミングなど吟味する必
要がある。
②同じ問題で小テストを繰り返すこと
になるため、基礎基本の学習のみに
なる。

社
会

①OneNoteによる単元まとめ、Formsを
使ったテストなどICT利活用する。
②生徒が授業内で発言する場面を多く増やし、
「できた・わかった」といえる単元プリントや
授業用ノートのルーブリック評価を提示する。

①プリントへの記入が増えた。
②主体的に取り組む生徒が増え、ノート
の書き方が向上し、自主課題に取り
組む生徒が増えた。

①OneNoteに不慣れな生徒があきら
めてしまったり、Formsのテストだと
用語が変換できるが、紙のテストだと
書けなかったりする生徒がいた。

数
学

①授業の工夫として机間指導ですぐに答えや
ヒントを言わず、考えさせる時間を大事にし
た。

①正解まで「惜しい」「あとちょっと」の
生徒はよく考えながら正解までたど
り着いた。意欲のある生徒は自分の
成長が実感でき自学できるように
なった。

①やらない生徒はやらなかったり、すぐ
に考えることを止め、手が止まったり
する生徒がいるので１：１でコーチング
する時間を確保する必要がある。

理
科

①OneNoteやオクリンクなどのICTを活用し
た。
②本時の目標を定め、授業の流れを見直し、
ルーブリック評価の提示をする。

①iPadをスムーズに活用できる生徒
が増え、進度の早い生徒は余った時
間を有効活用できていた。

①授業に関係ないアプリなどの使用を
制限する必要がある。タイピングに難
がある生徒の支援やサポートをする。

英
語

①Kahootを使ったクイズ学習、AI採点によ
る音読練習などICTを利活用する。
②ルーブリック評価を提示する。
③ALTとの会話機会を設定する。

①クイズ学習に取り組む生徒の意欲が
向上した。AIによる客観的な数値に
よる採点を行えた。
②課題内容の充実や得点力が向上した。
③恐れずにALTとコミュニケーションを
とることができた。

①クイズの結果にのみ意識が向かった
り、録音がうまくできなかったりする
生徒がいた。授業とは関係ないサイト
を視聴する生徒がいた。

自ら進んでよく学ぶように生徒を変容させるため取り組んだ教員の実践例①



自ら進んでよく学ぶように生徒を変容させるため取り組んだ教員の実践例②

教員の取組 取組の成果 課題

音
楽

①GarageBandとiMovieを活用してサウン
ドロゴと映像を制作する。

①タブレットの使用で楽器の演奏や
音を出すことが容易になり、音の
記録も同時に行えるので、個々の
発想力を活かした創作活動ができ
る。

①動画編集などが得意な生徒と、
GarageBandやiMovieを初めて使
用する生徒との進度の差が出やすい。

美
術

①Foresight手帳の表紙をデザインする。
②作品の制作記録、撮影、鑑賞でのミライシー
ド活用などを行う。

①手帳への愛着と活用意欲が向上
した。
②作品制作記録の振り返りや評価
に活用できた。

②鑑賞でチャット感覚のコメントになる。
作品づくりをネットで見付けた作品を
模倣しがちであった。

保
健
体
育

①授業はじめで「めあて」を掲示（提示）する。
②毎単元ルーブリック表を示す。
③練習方法を個人やチームで課題に合わせ選
択させ取り組ませる。

①②学習意欲が向上した。
③PDCAサイクルを生徒自身が感じ
ながら取り組めている。

②ルーブリックの基準や配点が生徒の
実態にマッチしていないときに改め
て示すことができなかった。

技
術

①必要な情報はオクリンクにアップし、 説明を
極力減らして活動量を増やすことで、教える
授業から考える授業への転換を図る。

①必要な情報を取得する能力が向
上した。そして生徒自身が頑張ら
ないとできないという姿勢の変換
ができた。

①自学する力が弱いCD層のへのより
効果的なアプローチをどうしていくか
が課題である。また説明をどこまです
ればよいかの整合や工夫が必要であ
る。

家
庭

①製作途中の写真を撮影したパワーポイントを
作成し、生徒はTeamsを見ながら自分の進
度に合わせた作業を行う。

①自分で作業を進められる生徒が
増えた。実習時間の短縮にもつな
がる。

①調理実習ではiPadを使用するため、
食材に触れる前の手洗いなどを徹底
させなければならない。



研究の成果と課題

【成果】

●生徒からの肯定的な意見

●教職員の実感（生徒の成長）

●教員としてのレベルアップを実感

【課題】

▲学力差が広がった

▲CD層への支援

▲教員の負担増



ご清聴ありがとうございました


